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〈表 2 〉　設問 2 ．“木育”を活用した造形活動のイメージの因子分析結果














　 全般的活性（GA） 脱活性─睡眠（DS） 高活性（HA） 全般性脱活性（GD）
　M 2. 73 1. 39 1. 26 3. 07
　SD （0. 59） （0. 50） （0. 28） （0. 68）
〈図 1 〉　木育活動のイメージの質問項目および回答の分布
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4 － 2 ．結　果










































M 1. 82 2. 17 2. 32 2. 38 2. 11 2. 50+
SD （0. 82） （0. 87） （0. 90） （0. 87） （0. 88）
因子 2：［興味・活用性］
M 1. 95 2. 00 2. 04 2. 08 2. 00 0. 08
SD （0. 92） （0. 88） （0. 88） （0. 95） （0. 89）
“木育”という語を聞いたことが
ありますか
M 1. 49 1. 50 1. 71 1. 46 1. 55 0. 29
SD （1. 02） （1. 25） （1. 18） （0. 88） （1. 10）
“木育”を活用した造形活動に保
育者側からの難しさを感じますか
M 3. 97 3. 08 3. 14 2. 85 3. 40 6. 59***
SD （0. 82） （1. 10） （1. 11） （1. 21） （1. 11）
註：F値は 1要因分散分析による保育経験年数間の比較　***p＜.001　+p＜.10
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立つと考えていた。
“木育”を活用した造形活動のイメージの因




















































〈図 2 〉　“木育”を活用した造形活動因子 1 ［コミュニケーション］の高低による，リラクゼーション効果の差異
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